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S38 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 2

3 4 3 3

平成２４年度末の基金残高は、２，２１９千円で、２７年度には基金が底をつく計算です。奨学金制度の原資は市民からの寄附金であ
り、一般財源化または返済の義務化といった検討が必要ですが、現行の返済義務がない給付型では一般財源化は難しいと思われま
す。また、返済の義務化についても時期・範囲など問題が多く難しい状況です。奨学金制度を知らない市民が多いことから、広報等で
広く周知し、制度を知ってもらうとともに制度の継続の必要性（原資の確保）を理解してもらう必要があります。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

志を持ちながら経済的理由により就学困難な生徒の中等教育を受ける機会の確保に寄与するものとして実施する意義があります。
近隣自治体と比較した場合、返済義務がない給付型である本市の制度は稀なものです。

有効性 学習意欲がありながら、経済的に厳しい家庭の生徒が対象であることから、月額10,000円の付与は有効性があります。

達成度 概ね運用規則の趣旨にのっとった奨学生の選考が行われています。経済的理由にのみ注目しないよう留意していきます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 756 756 877
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Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 総務係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

奨学生採用の継続と基金残高とのバランスが課題となります。

効率性 基金残高が減少しており、制度の継続を前提とした財源確保検討の必要があります。

改　革
計　画

現行制度の維持を前提とした財源の確保、または返済義務がある新制度の制定についての検討を引き続き行います。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 720 720 840

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.006 36 0.006 36 0.006 37

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 720 720 840

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性格上、指標設定になじ
まないと考えます。

公的関与

089-964-4420 メールアドレス gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

事業区分

事業の対象
東温市立中学校の第3学年に在学し、学校教育法第1条に規定
する高等学校等に進学が見込まれる方、または高等学校等に
在学中の方

根拠法令 東温市奨学金運用規則

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実

022 1001 事務事業名 奨学金支給事務 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
成績優秀でありながら、経済的理由により就学が困難な
方に対し、高等学校等の正規の修学期間中、月額
10,000円を付与します。

今年度
新規採用2人を含め、6人に付与しています。次年度奨学生
候補者についても、制度の趣旨にふさわしい選考を行いま
す。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名 総務係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

広報とうおん、市ホームページで、1月から2月にかけて奨学
生の募集を行います。

奨学金運用委員会を開催し、応募者の中から奨学生候補者
の選考を行います。

年間を4期に分けて奨学金を支給します。

成果指標
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6 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

公的関与

089-964-4420 メールアドレス gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名 総務係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

022 1003 事務事業名 外国語指導助手派遣事業 細事務事業名

事業区分 非該当

事業の目的 最終的
外国語教育の充実、国際交流の発展を図ることを目的
としています。

今年度

重信中学校には㈶自治体国際化協会が行う「語学指導等を
行う外国青年招致事業」により招致した外国語指導助手、川
内中学校には市が直接任用した外国語指導助手を配置して
います。

活動内容

小中学校における外国語授業の補助を行います。 英語弁論大会等の運営協力を行います。

外国語教材作成の補助を行います。

教員に対する現職研修の補助に従事します。

事業の対象
主として中学校における外国語科の授業補助、小学校におけ
る外国語活動の授業補助

根拠法令 「語学指導等を行う外国青年招致事業」募集要項

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実 主要施策

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性格上、指標設定になじ
まないと考えます。

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 9,198 9,284 9,366

計(Ａ) 9,198 9,284 9,366

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.009 54 0.009 54

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 総務係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.009 55

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

有効性 達成度 効率性

有効性
外国語指導助手が授業の補助に入ることによって、児童生徒の外国語や異文化に対する関心の高まり、コミュニケーション能力の向上に寄与す
ると考えます。

達成度 中学校における活用については既に定着しています。小学校においても研究の余地はありますが、定着しつつあります。

当面の
課　題

より効果的な活用方法の研究が必要です。

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 9,252 9,338 9,421

小学校5､6年生における外国語活動も必修化されており、外国語指導助手配置の必要性はさらに高まると考えます。

効率性 民間企業による人材派遣も選択肢の一つですが、人材、労務管理等、総合的に判断し、現行で効率よく実施できていると考えます。

必要性

二次評価で
の指摘事項

ＡＬＴの生の英語の発音、表現にふれながらコミュニケーション能力の基礎を養うとともに、外国の文化にも興味を持つことができてい
ます。児童生徒には大変好評です。小学校においては、先ず英語に慣れ親しんでもらうため、電子黒板（ソフト）を活用するなど先生
方の授業の工夫を期待します。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

教員と外国語指導助手の協力関係を深め、授業内容や教材の工夫等により、児童生徒の関心やコミュニケーション能力を高めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性


